
番 号 名 称 略 称

2 東京書籍 東書 Ｃ Ⅱ 002-901 ◆ Ｂ ５ 190 令和８ 年

2 東京書籍 東書 Ｃ Ⅱ 002-902 ◆ Ｂ ５ 210 令和８ 年

2 東京書籍 東書 Ｃ Ⅱ 002-903 ◆ Ａ Ｂ 218 令和８ 年

2 東京書籍 東書 Ｃ Ⅱ 002-904 ◆ Ａ Ｂ 234 令和８ 年

9 開隆堂出版 開隆堂 Ｃ Ⅱ 009-901 Ｂ ５ 170 令和８ 年

9 開隆堂出版 開隆堂 Ｃ Ⅱ 009-902 Ｂ ５ 154 令和８ 年

9 開隆堂出版 開隆堂 Ｃ Ⅱ 009-903 Ｂ ５ 194 令和８ 年

15 三省堂 三省堂 Ｃ Ⅱ 015-901 ◆ Ｂ ５ 218 令和８ 年

15 三省堂 三省堂 Ｃ Ⅱ 015-902 ◆ Ｂ ５ 184 令和８ 年

15 三省堂 三省堂 Ｃ Ⅱ 015-903 ◆ Ｂ ５ 176 令和８ 年

50 大修館書店 大修館 Ｃ Ⅱ 050-901 ◆ Ｂ ５ 182 令和８ 年

50 大修館書店 大修館 Ｃ Ⅱ 050-902 ◆ Ｂ ５ 198 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 Ｃ Ⅱ 061-901 ◆ Ｂ ５ 232 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 Ｃ Ⅱ 061-902 ◆ Ｂ ５ 224 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 Ｃ Ⅱ 061-903 ◆ Ｂ ５ 221 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 Ｃ Ⅱ 712 ◆ Ｂ ５ 200 令和４ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 Ｃ Ⅱ 713 ◆ Ｂ ５ 変型 222 令和４ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 Ｃ Ⅱ 714 ◆ Ｂ ５ 変型 222 令和４ 年

104 数研出版 数研 Ｃ Ⅱ 104-901 ◆ Ｂ ５ 206 令和８ 年

104 数研出版 数研 Ｃ Ⅱ 104-902 ◆ Ｂ ５ 156 令和８ 年

104 数研出版 数研 Ｃ Ⅱ 104-903 ◆ Ｂ ５ 189 令和８ 年

109 文英堂 文英堂 Ｃ Ⅱ 109-901 ◆ Ｂ ５ 198 令和８ 年

177 増進堂 増進堂 Ｃ Ⅱ 177-901 Ｂ ５ 206 令和８ 年

183 第一学習社 第一 Ｃ Ⅱ 183-901 Ｂ ５ 190 令和８ 年

183 第一学習社 第一 Ｃ Ⅱ 183-902 Ｂ ５ 206 令和８ 年

183 第一学習社 第一 Ｃ Ⅱ 721 Ｂ ５ 206 令和４ 年

212 桐原書店 桐原 Ｃ Ⅱ 212-901 ◆ Ｂ ５ 192 令和８ 年

231 いいずな書店 いいずな Ｃ Ⅱ 231-901 ◆ Ｂ ５ 214 令和８ 年

※「 教科書の記号・ 番号」 欄にある ◆は、 「 学習者用デジタ ル教科書」 （ 学校教育法第34
条第２ 項に規定する 教材） の発行予定がある こ と を示す。

外国語
（ 英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅡ）

発 行 者
教科書の記号・ 番号 判型 ページ数 検定済年
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者及び教科書の番号  
 英語コミュニケーションⅡ 冊 数 28冊 

発行者の略称・ 
教科書の番号 

東書 002-901  東書 002-902  東書 002-903  東書 002-904  開隆堂 009-901 

開隆堂 009-902  開隆堂 009-903  三省堂 015-901  三省堂 015-902  三省堂 015-903 

大修館 050-901  大修館 050-902  啓林館 061-901  啓林館 061-902  啓林館 061-903

啓林館 712  啓林館 713  啓林館 714  数研 104-901  数研 104-902  数研 104-903 

文英堂 109-901  増進堂 177-901  第一 183-901 第一 183-902  第一 721  桐原 212-901  

いいずな 231-901 

 
２ 学習指導要領における教科・科目の目標等 
 【外国語の目標】 
   外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えな
どを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞
くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状
況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題につい
て、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、
これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、
主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 
 【英語コミュニケーションⅡの目標】 
   英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通し

て、第１款の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的に育成するとともに、その過程を通して、第１款の
(3)に示す資質・能力を育成する。 

 （1）聞くこと 
   ア  日常的な話題について、話される速さや、使用される語句や文、情報量などにおいて、一定の支

援を活用すれば、必要な情報を聞き取り、話の展開や話し手の意図を把握することができるように
する。 

   イ 社会的な話題について、話される速さや、使用される語句や文、情報量などにおいて、一定の支
援を活用すれば、必要な情報を聞き取り、概要や要点、詳細を目的に応じて捉えることができるよ
うにする。 

 （2）読むこと 
   ア  日常的な話題について、使用される語句や文、情報量などにおいて、一定の支援を活用すれば、

必要な情報を読み取り、文章の展開や書き手の意図を把握することができるようにする。 
   イ 社会的な話題について、使用される語句や文、情報量などにおいて、一定の支援を活用すれば、

必要な情報を読み取り、概要や要点、詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。 
 （3）話すこと［やり取り］ 
   ア  日常的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、一定の支援を活用すれ

ば、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続ける
ことができるようにする。 

   イ  社会的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、一定の支援を活用すれ
ば、聞いたり読んだりしたことを基に、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理
性に注意して詳しく話して伝え合うことができるようにする。 

 （4）話すこと［発表］ 
   ア  日常的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれ

ば、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えるこ
とができるようにする。 

   イ  社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれ
ば、聞いたり読んだりしたことを基に、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理
性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。 

 （5）書くこと 
   ア  日常的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれ

ば、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文
章で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

   イ  社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれ
ば、聞いたり読んだりしたことを基に、多様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理
性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。
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【英語コミュニケーションⅡの内容及び内容の取扱い】   

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
〔知識及び技能〕 
（1）英語の特徴やきまりに関する事項 

「英語コミュニケーションⅠ」の２の（1）と同様
に取り扱うものとする。（ア 音声、 イ 句読法、
 ウ 語、連語及び慣用表現、 エ 文構造及び文法
事項）ただし、指導する語については、「英語コ
ミュニケーションⅠ」の小学校及び中学校で学習
した語に400～600語程度の新語を加えた語に 70
0〜950 語程度の新語を加えた語とする。また、
「英語コミュニケーションⅠ」の文法事項につい
ては、示された文法事項の中から、五つの領域別
の目標を達成するのにふさわしいものを取り扱
うものとする。 

 
〔思考力、判断力、表現力等〕 
（2）情報を整理しながら考えなどを形成し、英語で

表現したり、伝え合ったりすることに関する事項 
 「英語コミュニケーションⅠ」の２の（2）に示す

次の事項について、五つの領域別の目標を達成す
るように取り扱うものとする。 

  ア 日常的な話題や社会的な話題について、英語
を聞いたり読んだりして、情報や考えなどの概
要、要点、詳細、話し手や書き手の意図などを
的確に捉えたり、自分自身の考えをまとめたり
すること。 

  イ 日常的な話題や社会的な話題について、英語
を聞いたり読んだりして得られた情報や考え
などを活用しながら、話したり書いたりして情
報や自分自身の考えなどを適切に表現するこ
と。 

  ウ 日常的な話題や社会的な話題について、伝え
る内容を整理し、英語で話したり書いたりし
て、要点や意図などを明確にしながら、情報や
自分自身の考えなどを伝え合うこと。 

（3）言語活動及び言語の働きに関する事項 
  ① 言語活動に関する事項 
    （2）に示す事項については、（1）に示す事項

を活用して、例えば、次のような五つの領域別
の言語活動及び複数の領域を結び付けた統合
的な言語活動を通して指導する。 

  ア 「英語コミュニケーションⅠ」に示す言語活
動のうち、「英語コミュニケーションⅠ」にお
ける学習内容の定着を図るために必要なもの。 

  イ 聞くこと 
  ウ 読むこと 
  エ 話すこと[やり取り] 
  オ 話すこと[発表] 
  カ 書くこと 
 ② 言語の働きに関する事項 
   言語活動を行うに当たり、例えば、次に示すよ

うな言語の使用場面や言語の働きの中から、五
つの領域別の目標を達成するためにふさわしい
ものを取り上げ、有機的に組み合わせて活用す
るようにする。 

  ア 言語の使用場面の例 
（ｱ）生徒の暮らしに関わる場面 

コミュニケーションを図る資質・能力を育成す
るためのこれまでの総合的な指導を踏まえ、五つ
の領域別の言語活動及び複数の領域を結び付けた
統合的な言語活動を通して、総合的に指導するも
のとする。 
 

＊ 各科目にわたる内容の取扱いに当たっての配
慮事項 

（1）教材は、五つの領域別の言語活動及び複数の領
域を結び付けた統合的な言語活動を通してコミ
ュニケーションを図る資質・能力を総合的に育成
するため、…（中略）…、生徒の発達の段階や興
味・関心に即して適切な題材を効果的に取り上げ
るものとし、次の観点に配慮すること。 

  ア 多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正
な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役立
つこと。 

  イ 我が国の文化や、英語の背景にある文化に対
する関心を高め、理解を深めようとする態度を
養うのに役立つこと。 

  ウ 社会がグローバル化する中で、広い視野から
国際理解を深め、国際社会と向き合うことが求
められている我が国の一員としての自覚を高
めるとともに、国際協調の精神を養うのに役立
つこと。 

  エ 人間、社会、自然などについての考えを深め
るのに役立つこと。 
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 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
   ・家庭での生活 ・学校での学習や活動 

   ・地域での活動 ・職場での活動 など 

 （ｲ）多様な手段を通して情報などを得る場面 

   ・ 本、新聞、雑誌などを読むこと 

・ テレビや映画、動画、ラジオなどを観たり、

聞いたりすること 

   ・情報通信ネットワークを活用することなど 

 （ｳ）特有の表現がよく使われる場面 

   ・買物 ・食事 ・旅行 ・電話での応対 

   ・手紙や電子メールのやり取り など 

 イ 言語の働きの例 

 （ｱ）コミュニケーションを円滑にする 

 （ｲ）気持ちを伝える 

 （ｳ）事実・情報を伝える 

 （ｴ）考えや意図を伝える 

 （ｵ）相手の行動を促す 

 

 
３ 教科書の調査研究 
（1）内容 

ア 調査研究の総括表 

 

イ 調査項目の具体的な内容 
① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

     調査研究事項のａ、ｂ及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

ａ 単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

 ・ 各単元などにおいて、五つの領域別の言語活動や複数の領域を結び付けた統合的な言語活動に

ついて見取る。 

 

ｂ コミュニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面の設定 

 ・ コミュニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面の設定について見取る。 

 

《その他の項目》(各教科共通) 
・ 我が国の伝統や文化、国土や歴史に対する理解、他国の多様な文化の尊重に関する特徴や工夫 
・ 人権課題（同和問題、北朝鮮による拉致問題等）に関する特徴や工夫 
・ 安全・防災や自然災害の扱い 
・ オリンピック・パラリンピックに関する特徴や工夫 
・ 固定的な男女の役割が分かるような記述 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 

ａ  単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 学習指導要領の中に、「単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・  能力の

育成について」が言及されているため、英語コミュニケーションⅡでは、各単元（Lesson、Unit等

の名称を冠され、複数のパートから構成されているもの。ただし、特定の領域・言語の使用 場面等

に焦点を当てた、読み物教材、付録等を除く。）における五つの領域別の言語活動や複数の領域を

      調  査  項  目   対象の根拠（目標等との関連） 
ａ 単元など内容や時間のまとまりを通して、

その中で育む資質・能力の育成 
【五つの領域別の言語活動や複数の領域を

結び付けた統合的な言語活動】 

学習指導要領第２章 第８節 第３款第１（１） 
 
 

ｂ コミュニケーションの目的や場面、状況な

どに応じた言語の使用場面の設定 
学習指導要領第２章 第８節 第２款第２  ２（３） 

 その他の項目（各教科共通） 
 

学習指導要領総則、東京都教育委員会の基本方針、 
東京都教育ビジョン 
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結び付けた統合的な言語活動がどのように設定されているかという視点で質的な調査をする。 

 

  ｂ コミュニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面の設定 

  ・ 学習指導要領（平成30年告示）では、教材について「文法事項などを中心とした構成とならない

ように十分留意し、コミュニケーションをおこなう目的や場面、状況などを設定した上で、言語活

動を通して育成すべき資質・能力を明確に示すこと」とされている。このことから、コミュニケー

ションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面がどのように設定されているかという視

点で質的な調査をする。 

 
《その他の項目》(各教科共通) 

         ・ 我が国の領域をめぐる問題及び国旗・国歌の取扱いについては、学習指導要領総則に基づき、  

これらの問題を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
  ・ 北朝鮮による拉致問題については、東京都教育委員会の基本方針１に基づき、人権尊重の理念

を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 

・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリス

クマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が

重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に 
  貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調 
  査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性別 

役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等を 

見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調査 

する。 
 

（2）構成上の工夫(各教科共通) 
・ デジタルコンテンツの扱い 

・ ユニバーサルデザインの視点  

・ 自立した学習者の育成に資する工夫 
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

東書

CⅡ002-901◆

Al l  Aboard!  Engl i sh Communi cat i onⅡ Revi sed

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を結
び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 及び「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れており 、
ま た、 ほと んど の単元で「 書く こ と 」 が配置さ れている 。 特に、 単元のテーマに沿った質問に対
し て、 自分の考えを伝え合う 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の活動を通し て、 題材の理解が深ま る よ
う 工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 読むこ と 」 と 「 書く こ と 」 の領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れて
いる 。 例えば、 チョ コ レ ート をめぐ る 社会問題についての生徒３ 人の意見を読み、 賛成か反対の
立場を明確にし て自分の考えを英語で書く 活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で学校での学習や活動など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する 理
解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特徴や
工夫

Lesson 3  Wi l d Men（ 異文化理解）
Lesson 5  Speci al  Makeup i n Kabuki ( 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問題
等） に関する 特徴や工夫

Lesson 9  The Bi t t er  Trut h behi nd Chocol at e（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特徴
や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など 、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンやユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

"Hi t  t he Target ! "のページで、 学習内容の自己評価ができ る 。

デジタ ルコ ンテン ツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅡ

東書

CⅡ002-902◆

Power  On Engl i sh Communi cat i on Ⅱ Revi sed

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と ( やり 取り ) 」 及び「 話すこ と ( 発
表) 」 が配置さ れており 、 特に、 本文を読んだう えで自分の意見を相手に伝える 「 話すこ と ( や
り 取り ) 」 を通し て題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ある いは「 話すこ と
（ 発表） 」 の領域を 結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 著名人のメ ッ
セージを読み、 その内容について自分の意見を伝えたり 、 ク ラ ス メ イ ト と 情報を共有し たり し
たう えで、 その著名人へのビデオメ ッ セージを作る と いった活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で地域に住む外国人や他国の高校生と の交流、 ある いは授業の中の課題や職場での
活動と いった「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。 ま た、 複数の単元でラ ジオや
ニュ ース 、 イ ンタ ーネッ ト など「 多様な手段を通し て情報などを 得る 場面」 が設けら れてい
る 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 4  Vendi ng Machi nes（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Opt i onal  Readi ng
I  am Yusr a.  I  am a ref ugee and I ' m pround t o st and f or  peace. （ オリ ンピッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 9  Fl yi ng af t er  Her  Dreams（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

各単元の冒頭に"Goal s of  t he Lesson"があり 、 学習目標が把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

東書

CⅡ002-903◆

BRI GHTEST Engl i sh Communi cat i onⅡ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 ある いは「 読むこ と 」 が、 ま た、 ほと んど の単元で「 話すこ と
（ やり 取り ） 」 及び「 話すこ と （ 発表） 」 が配置さ れており 、 特に、 内容について話し 合う 活
動を設定する などを通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 本文の音声や読解を通し て内容理解を行い、 要約や意見形成を経て、 やり 取
り や発表活動に発展さ せ、 その後、 意見を書く と いう 構成になっている 。 「 聞く ・ 読む」 から
「 話す・ 書く 」 へ段階的に活動を展開し 、 複数領域を関連付けた統合的な言語活動が重視さ れ
る 構成になっている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

ほと んどの単元で新聞や雑誌の記事を読むなどの「 多様な手段を通し て情報など を得る 場面」
が設けら れている 。 ま た、 複数の単元において、 例えば、 教室や野球場での会話と いった「 生
徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Beyond Words: Power  of  Met aphors（ 異文化理解）
Lesson 4  "Reboot i ng Memor i es" of  War  Survi vor s( 歴史への理解）
Lesson 6  Def i ni ng Uni t s of  Measur ement （ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 8  Get  t o Know Sof t  Robot i cs（ 自然災害）

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 9  I mpact  of  Technol ogy on Sport s（ オリ ンピッ ク ）
Readi ng Pl us  Fat her  of  t he Par al ympi c Games（ パラ リ ンピ ッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 10 The f or got t en Sci ent i st （ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載し てい
る 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

全ての単元に Target s と し て各単元で身に付ける べき 内容が記載さ れている 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

383



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケ ーショ ン Ⅱ

東書

CⅡ002-904◆

ENRI CH LEARNI NG Engl i sh Communi cat i on Ⅱ Revi sed 

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を 見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と ( やり 取り ) 」 及び「 話すこ と ( 発表) 」 が配
置さ れており 、 特に、 生徒同士や生徒と 留学生などの会話を 聞く 「 聞く こ と 」 を 通し て題材の理解が
深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 及び「 話すこ と （ やり と り ） 」 の領域を 結び付けた統合
的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 二人の会話を聞き 、 そのト ピッ ク についての記事などを 読
み、 それら の内容について、 自分の考えをペアでディ ス カッ ショ ンする やり と り が各単元で２ 回ずつ
設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元においてオンラ イ ン記事や新聞記事と いっ た「 多様な手段を通し て情報などを得る 場面」
が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Act i ve Readi ng 1  Fi sh Cheeks（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 READI NG  Cl osi ng t he Gender  Gap（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を 掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンやユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

各単元末に"Uni t  Ref l ect oi on"の欄があり 、 学習内容の振り 返り ができ る よ う になっ ている 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

開隆堂

CⅡ009-901

Revi sed Ami ty Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 読むこ と 」 、 「 聞く こ と 」 及び「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れてお
り 、 特に本文の内容に沿ってキーワ ード や適し た表現を答える 「 読むこ と 」 の活動を通し て題
材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を結び付けた統合的な言語活動が
設定さ れている 。 例えば、 防災のために行っておく べき こ と や準備し ておく べき も のについ
て、 自分の考えを書き 、 それを発表する と いった活動を通し て互いの考えを共有し 、 本文理解
を 深める 工夫がさ れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元で、 例えば、 一万円の貯金の使い道を比較し 、 どちら がよ り 賢い使い道かをたずね
る と いった「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 や、 海外旅行での買い物の場面などの「 特有の表現
が使われる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Oki nawa（ 国土）
Lesson 2  The Hi st ory of  J apanese Food（ 日本文化）
Lesson 11 Li f e i n Fi nl and（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 4  Ti ps f or  Di sast er  Saf et y（ 安全・ 防災）

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Readi ng  Cl osi ng t he Gender  Gap（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を 掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン やユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

各単元の冒頭に単元目標が掲載さ れ、 各単元で身に付ける べき 内容がわかる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

開隆堂

CⅡ009-902

Bl oom Engl i l sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と ( やり 取り ) 」 及び「 話すこ と ( 発
表) 」 が、 ま た、 複数の単元で「 書く こ と 」 が設定さ れている 。 特に、 説明文から 必要な情報を
読み取り 、 概要や要点を把握する 「 読むこ と 」 の活動を通し て、 題材の理解を深めら れる よ う
工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 及び「 話すこ と （ やり と り ・ 発表） 」 の領域を結
び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 日本食のレシピ から 必要な情報につい
て読み取り 、 海外の人に紹介し たい料理のレ シピ を書く 活動が設定さ れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元において、 博物館のパンフ レ ッ ト や雑誌のコ ラ ムなど 、 「 多様な手段を通し て情報
などを得る 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  The Beaut y and Her i t age of  Oki nawa（ 国土・ 歴史・ 文化）
Lesson 2  The Meani ng of  Col or s（ 異文化理解）
Lesson 3  The Hi st ory of  J apanese Cui si ne（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 10  Cl osi ng t he Gender  Gap（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を 掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン やユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

各単元の初めに Goal s があり 、 その単元で身に付ける べき 内容が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

開隆堂

CⅡ009-903

St el l ar  Engl i sh Commui ni cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 書く こ と 」 及び「 話すこ と （ やり 取り ） 」 あ
る いは「 話すこ と （ 発表） 」 が配置さ れており 、 特に、 生徒同士が話すこ と （ やり 取り ） を通
し て題材の理解が深まる よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ 発
表） 」 の領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 沖縄について他の生
徒にイ ンタ ビュ ーを行い意見をま と め、 自分の意見を書いて発表する と いった活動が設けら れ
ている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

ほと んど の単元において、 地理歴史、 生活、 自然科学、 ス ポーツ など 学校での学習に関する 、
「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  The Beaut y and Her i t age of  Oki nawa（ 国土）
Lesson 2  The Meani ngs of  Col or s（ 異文化理解）
Lesson 3  The Hi st ory of  J apanese Cui si ne（ 日本文化）
Readi ng   The Uni que Japanese Charact er （ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 10　 The Bat t l e of  t he Sexes（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンと ユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

"Li st  of  Lesson Goal s"のページで、 各単元で身に付ける べき 内容が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

387



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケ ーショ ン Ⅱ

三省堂

CⅡ015-901◆

CROWN Engl i sh Communi cat i on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 及び「 読むこ と 」 が配置さ れており 、 特に、 動画を視聴する 「 聞
く こ と 」 の導入を通し て題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 書く こ と 」 及び「 話すこ と （ 発表） 」 ある いは「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の
領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 自然から 学べる こ と について
自分の意見を書いてま と め、 グループで話し 合い、 ク ラ ス で発表する と いった活動が設けら れ
ている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元で、 イ ンタ ーネッ ト や雑誌の記事など 、 「 多様な手段を通し て情報など を得る 場
面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Lost  i n Transl at i on（ 日本文化）
Lesson 2  Komi nka : Di amonds i n t he Rough（ 伝統文化）
Lesson 5  Hul a: I t s Tradi t i on and Transf ormat i on（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 3  Accessi bl e Japan（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 8  I nvi si bl e No Longer（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

ユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

「 本課の学習目標一覧」 のページで、 各単元で身に付ける べき 内容が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

388



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

三省堂

CⅡ015-902◆

MY WAY Engl i sh Communi cat i on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 読むこ と 」 を通じ てその題材に関連し た「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の活動が設けら れ
ていて、 生徒がス モールス テッ プを踏んで言語活動を 行う こ と ができ る よ う な工夫がさ れている 。
・ 複数の単元において、 登場人物のモデル会話を「 聞く こ と 」 で題材に関する 理解を 深め、 自分の意見を
伝える 「 話すこ と （ 発表） 」 や、 意見交換を する 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の活動が段階的に設けら れて
いる 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元において、 昨日の行動や放課後の活動など 家庭での生活や学校での活動など の「 生徒の暮ら し
に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Food Cul t ur e Around t he Wor l d（ 異文化理解）
Lesson 2  Kat sur a Sunshi ne - Maki ng t he Wor l d Laugh（ 伝統文化）
Lesson 6  Dances Ar ound t he Wor l d（ 異文化理解）
Lesson 7  "Engl i shes" i n t he Wor l d（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 8  Sesame St r eet （ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 4  "Unpl easant  Desi gns" （ 安全）

オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ンテン ツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を 掲載し ている 。

ユニバーサルデザイ ン フ ォ ン ト に配慮し て編集さ れている 。

各課の学習目標が一覧と なっ ており 、 生徒が見通し を も っ て学習に取り 組むこ と ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

389



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

三省堂

CⅡ015-903◆

VI STA　 Engl i sh Communi cat i on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 話題
に関する 例文を 基にし た「 書く こ と 」 の活動を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を 結び付けた統合的な言語活動が設定さ れ
ている 。 例えば、 ダン ス に関する 対話を聞き 、 自分の考えを ま と めて書き 、 書いたこ と を基に発表を す
る と いっ た段階的な活動ができ る よ う に工夫さ れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元において、 例えば、 文化祭など の学校行事について話し たり 、 自分の好き な日本のアニメ に
ついて書いたり する と いっ た「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1　 Wor l d Dances（ 異文化理解）
Lesson 4  A Pi ece of  Cake（ 異文化理解）
Lesson 8  A Mar t i al  Ar t  on Tat ami （ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 10　 Ar t  I s Long,  Li f e I s Shor t （ 自然災害）

オリ ン ピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を 掲載し てい
る 。

ユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

各単元の冒頭に "YOUR GOAL"があり 、 ４ 技能５ 領域の目標を 把握でき る 。

デジタ ルコ ンテン ツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

大修館

CⅡ050-901◆

CROSSROADS ENGLI SH COMMUNI CATI ON Ⅱ Revi sed

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 話すこ と （ 発表） 」
の各領域が配置さ れている 。 特に、 単元の冒頭で概要を把握し 、 その後に細部を読み深めていく 構成と
する こ と で、 題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 「 読むこ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 、 「 書く こ と 」 の
各領域を相互に関連付けた、 統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 フード ロ ス についての自分
の考えや解決策を 理由と 共に書いて話し 合う と いっ た、 自分の意見を 伝え合う 活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

ほと んどの単元で討論会やポス タ ー発表など の「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。 ま
た、 複数の単元でイ ンタ ーネッ ト やSNSへの投稿などの「 多様な手段を 通し て情報など を得る 場面」 が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Uni t  8  Peace t hrough Fi r eworks（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Uni t  2  Pursue Your  Dr eams（ ジェ ン ダー平等）
Uni t  6  Kat her i ne Johnson： Maki ng New Paths i n NASA（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載し てい
る 。

記載なし

各Uni t の冒頭に ‟Goal s of  Thi s Uni t″があり 、 学習の目標が把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

391



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

大修館

CⅡ050-902◆

PANORAMA ENGLI SH  COMMUNI CATI ON 2 Revi sed

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 書く こ と 」 が
配置さ れており 、 特に各パート のト ピッ ク について生徒同士がやり 取り をする 「 話すこ と （ や
り 取り ） 」 を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んどの単元で「 読むこ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の領域を結び付けた統合的な言
語活動が設定さ れている 。 例えば、 ケニアについて自分の知ら なかった情報を本文中から 抜き
出し 、 ペアでやり 取り をし て共有する こ と で、 即興で自然なやり 取り が行われる よ う 工夫さ れ
ている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元で、 短期留学先の生徒へのプレゼント 選びや姉妹校と のオンラ イ ン交流など の「 生
徒の暮ら し に関わる 場面」 、 ま た動画メ ッ セージやオンラ イ ン会議などの「 多様な手段を通し
て情報などを得る 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Wor l d Panor amas（ 異文化理解）
Lesson 2  The Wor l d of  Tea（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 6  Yusra Mardi ni （ オリ ンピッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

記載なし

「 目標と 言語活動一覧」 のページで、 各単元で身に付ける べき 内容が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

啓林館

CⅡ061-901◆

Revi sed ELEMENT Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 及び「 読むこ と 」 が配置さ れており 、 特に本文の概要をま と める
「 読むこ と 」 の活動を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ある いは「 話すこ と （ 発表） 」 の領
域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 食糧不足の解決策について自身
の考えを他者と やり 取り し 、 それをレ ポート にま と める など の活動を通じ て題材についての理
解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

・ ほと んどの単元で、 例えば、 交換留学生の歓迎会を準備する などの「 生徒の暮ら し に関わる
場面」 が設定さ れている 。
・ 複数の単元でメ ールやSNSなどの「 多様な手段を通し て情報など を得る 場面」 が設定さ れてい
る 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1 Unl ock a Door  t o a New Wor l d（ 異文化理解）
Lesson 8 Cul t ur es around t he Wor l d（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 4  Li vi ng i n t he Dar k Cent ur y（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

"Course Over vi ew"の一覧表があり 、 各単元で身に付ける べき 内容を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

393



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

啓林館

CⅡ061-902◆

Revi sed LANDMARK Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元において「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 、 「 話すこ と （ や
り 取り ） 」 及び「 書く こ と 」 のいずれかが配置さ れており 、 特に生徒同士で内容に関し て意見
を 伝え合う 活動を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 書く こ と 」 及び「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の
領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 友人から 遊びの誘いのメ ール
に対し て、 丁寧な断り 方のコ ツに関する 文章を読み、 断り の英文を作成する 活動が設けら れて
いる 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元において学校生活での悩みや留学生の受け入れなど 、 学校での学習や活動など の生
徒の暮ら し に関わる 場面や、 記事や図表の読み取り などの多様な手段を通し て情報などを得る
場面が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  A Swedi sh Gi r l ' s Di scover i es i n Japan（ 日本文化）
Lesson 4  Language I s a Li vi ng Thi ng（ 異文化理解）
Lesson 9  Edo:  A Sust ai nabl e Soci et y（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 7  Cool  Head,  Warm Hear t （ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Readi ng 3  Gender  Equal i t y I s Your  I ssue,  Too. （ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

"Goal s f or  t he Lesson"の一覧表で、 各単元の４ 技能の目標を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

啓林館

CⅡ061-903◆

Revi sed LANDMARK Fi t  Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 ま たは「 話すこ と （ やり
取り ） 」 及び「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 単元ごと に配置さ れた題材に関する 問い
に対する 意見を伝え合う 活動を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 読むこ と 」 、 「 書く こ と 」 及び「 話すこ と 」 の領域を結び付けた統合的な言
語活動が設定さ れている 。 例えば、 「 ゆる ス ポーツ」 に説明する 文章を読み、 紹介し たい「 ゆ
る ス ポーツ 」 について調べ、 発表原稿を書いて話し 合う と いった活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 日常生活や社会的題材を基に、 情報伝達や意見交換、 発表など目的を明確にし
た言語活動のための「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1 A Swedi sh Gi r l ' s Di scover i es i n Japan（ 日本文化）
Lesson 4 Tokyo' s Seven-mi nut es Mi r acl e（ 日本文化）
Lesson 8 Edo:  A Sust ai nabl e Soci et y（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 6  Bi odi esel  Advent ur e（ 安全・ 防災）

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を 掲載し ている 。
カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

各単元の"Your  goal s"の表によ り 、 ４ 技能の目標が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

啓林館

CⅡ712◆

ELEMENT Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

全ての単元で、 「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 書く こ と 」 が
配置さ れており 、 特に本文の概要をま と める 「 読むこ と 」 の活動を通し て題材の理解が深ま る
よ う 工夫さ れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元において、 留学生と の会話などの「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 、 ま た、 友人に
メ ールを送る 場面などの「 特有の表現がよ く 使われる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson１  Cul t ur es around t he Wor l d（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

デジタ ルコ ンテンツ を活用し て音声を効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し ている 。

カラ ーバリ アフリ ーに対応し たデザイ ン・ 配色になっている 。

"Course Over vi ew"のページで、 各単元で身に付ける べき 内容が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケ ーショ ン Ⅱ

啓林館

CⅡ713◆

LANDMARK Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 聞く こ と 」 、 「 話すこ と （ やり と り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ
と 」 のいずれかが配置さ れており 、 特に題材について表を使って内容をま と める 「 読むこ と 」 の活
動を通し て題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 又は「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を結び
付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 地球温暖化のため絶滅の危機に瀕し ている 動
物についてグループでレ ポート を作成し 発表を行う と いった活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

旅行などの「 特有の表現がよ く 使われる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  A Swedi sh Gi r l ’ s Di scover i es i n J apan（ 日本文化）
Lesson 2  Tokyo’ s Seven-muni t e Mi racl e（ 日本文化）
Lesson 3  Let ters f r om a Bat t l ef i el d（ 歴史への理解）
Lesson 4  Edo:  A Sust ai nabl e Soci et y（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声などのデジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し ている 。

色覚特性への配慮を 含むユニバーサルデザイ ンになっている 。

"Your  Goal s"のリ ス ト で、 学習の目標を把握する こ と ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

ユニバーサルデザイ ンの視点
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

啓林館

CⅡ714◆

LANDMARK Fi t  Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 及び「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れてお
り 、 特に自分の意見や考えを 伝え合う 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の活動を通し て題材の理解を
深めたり 、 英語運用力が高ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んど の単元で、 「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を結び付けた統合的な言語
活動が設定さ れている 。 例えば、 好き な動物について自分の考えを書き 、 それをグループ内で
発表する と いった活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

特定の職場を想定する などの「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  A Swedi sh Gi r l ' s Di scover i es i n Japan（ 日本文化）
Lesson 3  Tokyo’ s Seven-muni t e Mi racl e（ 日本文化）
Lesson 5  Edo:  A Sust ai nabl e Soci et y（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声などのデジタ ルコ ンテン ツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

色覚特性への配慮を含むユニバーサルデザイ ンになっている 。

"Your Goal ! "のリ ス ト で、 学習の目標を把握する こ と ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

数研

CⅡ104-901◆

Revi sed BLUE MARBLE Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり と り ） 」 及び「 話すこ と （ 発
表） 」 が配置さ れており 、 特に生徒同士で本文の内容に関し て自身の意見を話すこ と を通し て
題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ある いは「 読むこ と 」 と 「 話すこ と
（ やり 取り ） 」 の領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 お気に入り
の観光地についての自分の考えをま と め、 生徒同士で話し 合う と いった活動が設けら れてい
る 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活の悩みについての相談をする などの「 学校での学習や活動などの生活
の暮ら し にかかわる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 2　 The Di ver si t y of  Tr adi t i onal  Houses（ 異文化理解）
Lesson 6  An I r i sh Poet  on a Mi ssi on（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 7  Be Fr ee f r om Gender  Bi as（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテン ツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

CAN-DOリ ス ト の一覧表があり 、 学習の目標が把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

数研

CⅡ104-902◆

Revi sed BI G DI PPER Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり と り ） 」 ある いは「 話すこ
と （ やり 取り ） 」 が設定さ れている 。 特に、 単元のテーマに沿った質問に対し て、 自分の意見
や考えを伝え合う 「 話すこ と （ やり と り ） 」 の活動を通し て、 題材の理解が深ま る よ う に工夫
さ れている 。
・ 全ての単元で、 「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 及び「 話すこ と （ やり と り ） 」 ある いは「 話す
こ と （ 発表） 」 の領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 食品サンプ
ルに関する 文章を読んだ上で、 食品サンプル作り を体験し た登場人物の感想を聞いた後、 おす
すめのお土産について話し 合ったり 、 書いたり 、 発表し たり する 活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

ほと んどの単元において、 授業でのプレ ゼンテーショ ンなど、 学校での学習や活動などの「 生
徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。 ま た、 新聞記事やウ ェ ブサイ ト 、 観光パンフ
レ ッ ト など 、 「 多様な手段を 通し て情報など を得る 場面」 が設定さ れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Pl ast i c Food Model s:  Beyond Real i st i c（ 日本文化）
Lesson 8  The Wi sdom of  Pr eservi ng Food（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 5  Uni versal  Desi gn： Conveni ent  f or  Al l （ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテン ツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

各単元末に"Sel f -r evi ew"があり 、 学習の自己評価ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

数研

Ｃ Ⅱ104-903◆

Revi sed COMET Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れており 、 特に、 生徒同士
で単元のテーマに関する こ と について意見を交わす「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を通し て題材の
理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 話すこ と （ 発表） 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の領域を結び付けた統合的
な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 自分が行ってみたい場所について英語で発表し 、 聞き
手はメ モを取り ながら 聞き 、 発表後の質問や感想を述べる こ と で自然にやり 取り が行われる よ
う 工夫さ れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元において、 旅行先の選択やデジタ ル機器の活用と いった、 学校内外での「 生徒の暮
ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 3  The Haka（ 異文化理解）
Lesson 6  Fut ur e Shr i ne and Templ e Carpent aer s（ 伝統文化）
Lesson 11 Oki gusur i  Goes to Af r i ca（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 9  Anpanman Ever yone' s Superhero（ 自然災害）

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Readi ng  The St or y of  Mal al a Yousaf zai （ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテン ツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

各単元末に"Check t he Per f ormance! "の項目があり 、 学習の自己評価ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

文英堂

CⅡ109-901◆

New Edi t i on GROVE Engl i sh Communi cat i on Ⅱ 

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 話すこ と （ 発
表） 」 が配置さ れており 、 特に、 単元の内容に関連し たテーマに対し て意見や考えを伝え合う
などの「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の活動を通じ て題材の理解が深まる よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んど の単元で「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 書く こ と 」 のいずれかの
領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 動物園の必要性についての記
事を読み、 賛成か反対かをグループで話し 合い、 自分の意見を書く と いった活動が設けら れて
いる 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元で食事やス ポーツ など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。 ま た、 複
数の単元で絶滅危惧種や観光名所など について「 多様な手段を通し て情報などを得る 場面」 が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Br eakf ast  Around t he Wor l d（ 異文化理解）
Lesson 5  Can Paper  Change t he Fut ure?（ 伝統文化）
Lesson 10 The For t h Br i dge： An I coni c Landmark i n Scot l and（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 2  What  Makes You a Good St reet  Dancer?（ オリ ンピ ッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテン ツを活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し てい
る 。

記載なし

各単元に"Reach Your  Goal s"の欄があり 、 学習の目標を把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

増進堂

CⅡ177-901

FLEX ENGLI SH COMMUNI CATI ON Ⅱ SECOND EDI TI ON

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れており 、 特に、 写真と
キーワ ード を用いたパート ごと のリ テリ ングを行う 「 読むこ と 」 を通し て題材の理解が深ま る
よ う 工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 話すこ と （ やり 取り ） 」 と 「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を結び付けた統合的
な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 緊急避難シェ ルタ ーの課題についての考えをま と め、
グループで共有し 、 解決策について深めた後、 個人でス ピーチを行う と いった活動が設けら れ
ている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

ほと んど の単元において、 観光地や学校での課題などの「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設け
ら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Ani me Pi l gr i mages（ 日本文化）
Lesson 3  The surpr i s i ng Hi st or y of  Sal t （ 異文化理解）
Lesson 9  Fashi on f or  Pr i de（ 異文化理解）
Lesson 10 I f  you can dream i t ,  you can do i t . （ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 6  The Human Li br ar y（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 7  Mor e Than Just  Shel t er s（ 安全・ 防災）

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し てい
る 。
カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

CEFR（ ヨ ーロ ッ パ言語共通参照枠） が掲載さ れ、 習熟度と 目標が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

第一

CⅡ183-901

CREATI VE Engl i sh Communi cat i on Ⅱ NEW EDI TI ON

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れており 、 特に、 単元と の
関連事項について、 自ら の経験や意見を「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を通し て題材の理解が深ま
る よ う に工夫さ れている 。
・ 複数の単元で「 聞く こ と 」 と 「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を結び付けた統合的な言語活動が
設定さ れている 。 例えば、 環境保護のために取り 組みたいこ と について書き 、 模擬サミ ッ ト に
おいて発表する と いった活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元において、 会議への参加や招待状の作成と いった「 生徒の暮ら し に関わる 場面」
や、 アンケート の結果やイ ン タ ビュ ーの記事から 情報を得る 「 多様な手段を通し て情報など を
得る 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 5  The Last i ng Legacy（ 歴史への理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 4  Are You Pr epared?（ 安全・ 防災）

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を 掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

巻末の CAN-DOリ ス ト で、 年間を通し て４ 技能５ 領域で身に付ける べき 内容が分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

404



教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

第一

CⅡ183-902

Vi vi d Engl i sh Communi cat i on Ⅱ NEW EDI TI ON

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発
表） 」 及び「 書く こ と 」 のいずれかが配置さ れており 、 特に、 生徒同士の「 話すこ と （ やり 取
り ） 」 を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んどの単元で「 聞く こ と 」 、 「 読むこ と 」 及び「 話すこ と （ やり 取り ） 」 の領域を結び
付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 和製英語についてのク ラ ス メ ート の発表
を聞き 、 自分の意見をま と めて伝え合う 活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元において、 雑誌やウ ェ ブサイ ト などの「 多様な手段を通し て情報を得る 場面」 が設
けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Addi t i onal  Lesson 4  What  do St udent s Wear  t o School  i n Ot her  Count r i es?（ 異文化理
解）
Lesson 8  A Fact or y f or  Cr eat i ng Peace（ 歴史）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 3  Prepar i ng f or  Pot ent i al  Ri sks（ 安全・ 防災）
Lesson 6  A Soci et y wi t h Dr ones（ 防災）

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 4  Cl othi ng f or  School （ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

各単元に"Goal s f or  Lesson"があり 、 学習内容が把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

ユニバーサルデザイ ンの視点
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

第一

CⅡ721

Vi vi d Engl i sh Communi cat i on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 聞く こ と 」 に加え、 「 話すこ と （ やり と り ） 」 「 話すこ と （ 発表） 」 及び
「 書く こ と 」 のいずれかが配置さ れており 、 特に題材について表を使って内容をま と める 「 読
むこ と 」 の活動を通し て題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ま たは「 話すこ と （ 発表） 」 の領域
を 結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例えば、 地球温暖化のため絶滅の危機に瀕
し ている 動物についてグループでレ ポート を作成し 発表を行う と いった活動が設けら れてい
る 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

記載なし

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 8  Peace Messages f rom Hi roshi ma（ 歴史への理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 3  Prepar i ng f or  Potent i al  Ri sks（ 安全・ 防災）

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を 掲載し ている 。

色覚特性への配慮を含むユニバーサルデザイ ンになっている 。

各単元末に「 学習をふり 返ろ う 」 のページがあり 、 学習の自己評価ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

桐原

CⅡ212-901◆

Hear t eni ng Engl i sh Communi cat i on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で「 聞く こ と 」 と 「 読むこ と 」 が、 ほと んどの単元で「 話すこ と （ やり 取り ） 」
が配置さ れており 、 特に、 題材の状況に自分を投影し て内容を再現する と いった「 読むこ と 」
を通し て題材の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元において「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 話すこ と （ やり と り ） 」 あ
る いは「 書く こ と 」 のいずれかの領域を結び付けた統合的な言語活動が設定さ れている 。 例え
ば、 カレ ーの歴史と 食文化について感想を伝え合った後、 自分のお気に入り のレ シピを 英語で
書き 、 発表する と いった活動を設けている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元において、 おすすめの本や日本の伝統料理の紹介と いった「 生徒の暮ら し に関わる
場面」 が設けら れている 。 ま た、 SNSや雑誌記事などから 「 多様な手段を通し て情報などを得る
場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  The Adventure of  Ar t （ 日本文化）
Lesson 2  The Ongoi ng Voyages of  Cur ry（ 異文化理解）
Real  Li f e Engl i sh 1  How t o Expl ai n Japanese Food（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載
し ている 。

記載なし

CAN-DOリ ス ト の一覧表があり 、 学習の目標が把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 英語コ ミ ュ ニケーショ ン Ⅱ

いいずな

CⅡ231-901◆

New Rays Engl i sh Communi cat i on Ⅱ Revi sed Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 五つの領域別の言語活動や複数の領域を
結び付けた統合的な言語活動】

・ 全ての単元で、 「 読むこ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 が配置さ れており 、 特に「 読むこ
と 」 の活動を通し て題材の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んど の単元で、 「 書く こ と 」 と 「 話すこ と （ 発表） 」 の領域を結び付けた統合的な言語
活動が設定さ れている 。 例えば、 特徴の似た２ 種類の文房具を取り 挙げ、 類似点と 相違点につ
いて自分の考えを書き 、 説明（ 発表） する と いった活動が設けら れている 。

ｂ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

複数の単元において、 例えば、 歩き ス マホの是非に関し て調査し 討論をする と いった「 生徒の
暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Chapter  2  St at i onery： Changi ng Our  Li ves f or  t he Bet ter（ 日本文化）
Chapter  5  From Over t our i sm t o Sust ai nabl e Tour i sm（ 異文化理解）
READI NG PASSAGE 2  Hokusai ： Ar t  That  Makes Waves（ 伝統文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Chapter  9  Mi nor i t y Pr i de:  Pr eservi ng Ai nu Fol kl ore（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声、 動画など、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載
し ている 。

記載なし

教科書の冒頭に本文の語数や教科書の活用の仕方が掲載さ れ、 各単元で身に付ける べき 内容が
分かる 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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